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記入上の注意事項

1 「申請事業者」には、会社名を記入してください。

2 申請業務担当者について、所属（部、課まで）、氏名、電話番号（内線まで）を記入してください。
なお、担当者が申請事業者と異なる会社に所属している場合には、所属にはその会社名も明記してください。

3 「事業場の名称」には、工場名又は支店名まで記入してください。また、この調査票は事業場ごとに作成してください。
4 「確認期間」が「平成25年11月1日から平成26 年10月31日まで」の場合「H25 .11.1～H26.10.31」のように記入してください。

⑤　「量」は、製造又は輸入の予定量（製造及び輸入の場合は、合計の予定量。以下同じ。）を記入してください（単位「kg」は不要）。

6 「用途」について、複数の用途があるものについては、主要なもの１つを記入してください。

7 「新規・継続の別」において、新規については「○」を付してください。継続については「○」を付すとともに、前年申請分の製造又は輸入の実績量（申請時点で前年申請分の製造又は輸入が終了していない場合は予定量）を記入してください（単位「kg」は不要）。
なお、前回の確認期間と今回の確認期間の間に空白期間が生じ、この空白期間が１年未満である場合には、「継続」として申請可能です。

8 「化審法様式添付の有無」には、化審法の少量新規化学物質確認申出書の写しを添付する場合に「有」と記入してください。
9 「有害性に関する情報及びその調査機関名又は文献名」については、測定され、又は文献等に載っている毒性データについて、わかっている範囲で記入してください。多くのデータがある場合には、主に、吸入毒性、皮膚、眼刺激性に注目して記入してください。また、測定データの場合は、その測定を行った機関、文献等より引用の場合は、その名称も記入してください。

⑩　この調査票には上ヅメで記入し、空欄が残る場合には「以下余白」と記入してください。







申請に当たり、この注意事項を添付する必要はありません








